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創立記念礼拝説教（2018 年 4 月 29 日） 

説教者：中村信哉 

安息日の礼拝 
出エジプト記 20 章 8-11 節 

 

はじめに 

 今日は、さがみのキリスト教会の 26 周年の創立記念礼拝です。今から 26 年前の 4 月

30 日に、この教会の礼拝は始まりました。私たちの教会はこれまで、一年を五十二週と考

えると、だいたい 1,352 回の主日礼拝をささげてきました。教会の歴史とは、ある意味で

は礼拝の歴史と言えます。私たちがまず神様に感謝しなければならないことは、26 年間

1,352 回の礼拝が守られ、その礼拝の中で神様の祝福に与ってきたことです。 

 そこで今年の創立記念礼拝では、「礼拝」について聖書から学びたいと思います。私たち

が礼拝で朗読する十戒は、神様の戒めですが、前半の第一戒から第四戒は神様への「礼拝」

に関する戒めです。 

 第一戒の「あなたには、わたしのほかに、ほかの神々があってはならない」は、私たちが誰を礼拝

すべきかを教えています（礼拝の対象）。第二戒と第三戒の「あなたは、偶像を造ってはならな

い。それらを拝んではならない。それらに仕えてはならない」と「あなたは、あなたの神、主の御名を、

みだりに唱えてはならない」は、私たちがどのように礼拝すべきではないかを教えています（礼

拝の方法）。そして第四戒の「安息日を覚えて、これを聖なる日とせよ」は、私たちがいつ礼拝す

べきかを教えています（礼拝の時）。 

 今日は特に、第四戒の「安息日を覚えて、これを聖なる日とせよ」から、私たちはいつ

礼拝すべきか、私たちの礼拝の時について学びたいと思います。 

私たちはなぜ毎週日曜日に礼拝するのでしょうか？なぜ一週間に一回なのでしょうか？

なぜ十日に一回、月に一回、また一年に一回ではいけないのでしょうか？現代社会は忙し

いです。ある人にとっては、月に一回ぐらいのほうが楽なのかもしれません。しかし私た

ちは、毎週日曜日に集まって神様を礼拝します。それはなぜなのでしょうか？ 

 

1．第四戒が求めていること 

 まず神様は、第四戒で私たちに何を求めているかということを確認したいと思います。 

 第四戒で神様が求めている中心的な内容は、「安息日を覚えて、聖なる日とする」という

ことです。旧約時代の安息日は、七日目の土曜日です。旧約時代は、一週間のうち七日目

の土曜日を「聖なる日」とすることが求められたのです。 

 では、聖なる日とするとは、どういうことでしょうか。具体的にどのように七日目を聖

なる日としたらよいのでしょうか。それは、第一に、六日間ですべての仕事をするという

ことです。つまり、六日間で自分のすべての仕事を終えるということです。第二に、七日
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目はどんな仕事もしないということです。つまり、七日目に自分の仕事を一切持ち込まな

いということです。 

 安息日を守る、安息日を聖とするということは、六日間で自分のすべての仕事を終えて、

七日目には自分の仕事を一切持ち込まないということです。しかも、それを自分だけでな

く、自分の家族にも同じようにする、ということです。 

 では、なぜ私たち人間は、安息日を守り、聖としなければならないのでしょうか。それ

は、第一に、神様が六日間ですべての創造の業を終えられ、七日目に創造の業を休まれた

からです。私たちは、神様の模範に倣って安息日を守り、聖としなければならないのです。

私たち人間は、神様のかたちに造られました。神様のかたちに造られた私たち人間は、神

様と同じように、六日間で自分の業を終え、七日目には休まなければならないのです。 

私たち人間が安息日を守り、聖としなければならない第二の理由は、神様が安息日を祝

福し、聖なるものと宣言されたからです。安息日は祝福の日です。神様が私たちを祝福し

てくださる日です。 

宗教改革者のカルヴァンは、「われわれのうちに主がみ業を行なわれるために、われわれ自身の

もろもろの業をやめる」（ジュネーブ教会信仰問答 172）のだと言いました。私たちは、私たちの

内に神様の御業が行われるために、一週間のうち一日だけ仕事を休むのです。私たちが仕

事をし続けていたら、神様が私たちの内に御業を行なう隙がありません。私たちが仕事を

休まなければ、神様は私たちの内に御業を行なえません。私たちを祝福できません。私た

ちは、神様の祝福に与るために、仕事を休むのです。 

 

2．第四戒は今もなお従うべきものか？ 

 ある人は言うかもしれません。「十戒は旧約時代の律法だからもう守らなくていいんじゃ

ないか？」「現に私たちは土曜日の安息日をもはや守っていないじゃないか？」。 

 確かに私たちは今、土曜日の安息日を守っていません。私たちは毎週日曜日に集まって

礼拝をしています。では私たちは、もはや安息日を守らなくてよいのでしょうか？安息日

を守らなくても罪ではないのでしょうか？そうであるならば、私たちは毎週行っている礼

拝に、行ける時だけ行けばいい、行きたい時だけ行けばいい、説教を聞きたい時だけ行け

ばいい、人に会いたい時だけ行けばいい、ということになってしまいます。 

 十戒は、今もなお私たちが守るべき神様の戒めです。これを破れば罪を犯すことになり

ます。私たちは確かに、救われるために十戒を守るわけではありません。十戒を守ること

は、救われるための条件ではありません。十戒は、救われた私たちがどう歩めばよいのか

を教える神様の戒めです。 

 確かに、旧約時代の律法の中で、動物のいけにえなどに関する戒めがありました。それ

らは、イエス様が十字架に架かられたことによって廃止されました。イエス様が十字架で、

御自身をいけにえとして捧げてくださったからです。イエス様がただ一度、御自身をいけ

にえとして命を捧げてくださったことにより、私たちはもはや動物のいけにえを捧げる必
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要はなくなったのです。 

 しかし十戒などの道徳に関する律法は、今もなお私たちが守らなければならない律法で

す。イエス様が十字架に架かってくださったから、神様以外を礼拝してよくなったとか、

偶像を拝んでよくなったとか、人を殺してもよくなったとか、盗んでもよくなったとか、

姦淫してもよくなったということにはならないからです。 

 私たちは、今もなお人を殺してはならないように、今もなお安息日を守らなければなら

ないのです。今もなお神様だけを礼拝し、偶像を拝んではならないように、今もなお安息

日を守らなければならないのです。今もなお人の物を盗んだり、姦淫してはならないよう

に、今もなお安息日を守らなければならないのです。安息日を守らないことは、人を殺す

ことと同じように、神様の御前には罪なのではないでしょうか。旧約時代、安息日を破っ

た者は、死刑にされたほどです（出エジプト記 31：14）。それほど、安息日の戒めは重要

なものなのです。 

 

3．今の安息日はいつか？ 

 では、なぜ私たちは土曜日の安息日を守っていないのでしょうか？私たちの教会の信仰

規準であるウェストミンスター小教理問答には、このように書いてあります。「神は、世の

初めからキリストの復活までは、週の第七日を週ごとの安息日と指定されました。そして、キリストの

復活からは、週の第一日を世の終わりまで続けるように指定されました。これがキリスト教安息日で

す」（問 59）。確かに旧約時代の安息日は、七日目の土曜日でした。しかし、イエス様が復活

されてからは、週の初めの日の日曜日に変更されたというのです。 

 なぜ安息日は、七日目の土曜日から週の初めの日の日曜日に変更されたのでしょうか？

それは、第一に、イエス様が復活されたのが日の日曜日であったからです。第二に、イエ

ス様は復活後、何度か弟子たちの前に現れましたが、それが日曜日だったからです。聖霊

が降ったペンテコステの日も日曜日でした。 

確かに聖書に、安息日が土曜日から日曜日に変更されたと明確に書かれていません。し

かしイエス様の弟子たちは、イエス様が復活された日曜日こそ、イエス様に会える特別な

日として集まり始めたのです。そして日曜日に集まって聖餐式を行ない（使徒 20：7）、献

金を集め始めたのです（Ⅰコリント 16：2）。つまり礼拝を始めたのです。 

 

4．主日は何をするべきか？ 

 イエス様を信じる私たちにとっての安息日は、週の初めの日の日曜日です。私たちはこ

の日を安息日として覚え、聖なる日としなければなりません。私たちは、月曜日から土曜

日の六日間ですべての仕事を終えなければなりません。そして日曜日には自分の仕事を一

切持ち込まないようにしなければなりません。それは、神様の祝福に与るためです。神様

の御業が私たちの内に行なわれるために、私たちは一切の仕事を休むのです。 

 私たちは、安息日である日曜日に仕事をしなければそれでよいのではありません。神様
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の祝福に与るために、神様の御業が私たちの内に行なわれるために、礼拝をしなければな

りません。週の初めの日である日曜日は、イエス様に出会える日です。イエス様は言われ

ました。「ふたりでも三人でも、わたしの名において集まる所には、わたしもその中にいるからです」

（マタイ 18：20）。イエス様は、安息日である日曜日に集まる私たちの礼拝に、共にいてくだ

さいます。聖霊を通して、共にいてくださいます。そして、イエス様が聖霊と御言葉を通

して、私たちの内に御業を行ない、私たちを祝福してくださるのです。私たちに、悔い改

めと罪の赦し、救いと献身、讃美と祈りを与えて祝福してくださるのです。 

 ある人は、礼拝は説教を聞きに行く所と考えています。そういう人は、説教が終わると

礼拝の途中でも帰ってしまうこともあります。しかし、礼拝は聖書の学び会ではありませ

ん。礼拝は、礼拝に臨在されるイエス様との交わりの時です。 

 また安息日の礼拝は、霊的な安息に与る時です。私たちが究極の安息を得る時は、イエ

ス様が再び来られる世の終わりの時です。また私たちが死を迎えて天国に召される時です。

そこで私たちは、イエス様のありのままの姿を見ることになります。 

 安息日の礼拝は、イエス様が再び来られる世の終わりの時、また天国に召される時のよ

うな霊的な安息を映し出すようなものでなければなりません。礼拝にこそ、神の国の豊か

な祝福があり、天国のような喜びがなければなりません。 

 私たちは、世の終わりと天国での究極の安息を待ち望みつつ、毎週の安息日の礼拝でイ

エス様と交わりの時を持つのです。 

 では私たちは、安息日である日曜日に、礼拝に行けばそれでよいのでしょうか？日曜日

の午後は、自分の自由に過ごしてよいのでしょうか？そうではありません。第四戒は、日

曜日の一日を神様のために捧げるように命じています。第四戒は、時間を神様に捧げるよ

うに命じています。一週間のうち丸一日を、つまり私たちの時間の七分の一を神様に捧げ

るように命じています。私たちは、日曜日の一日を神様のために使わなければなりません。

神様の祝福に与るため、神様の御業が私たちの内に行なわれるために、使わなければなり

ません。 

 

おわりに 

 私たちは、神様に時間を与えられています。しかしすべての時間は神様のものです。私

たちは与えられた時間の七分の一は、神様に捧げなければなりません。その七分の一の時

間で、神様は私たちとの交わりを求めておられます。 

 十戒の第一戒から第四戒の要約は、神様を愛することです。礼拝を真剣に守ることこそ、

神様を愛することに繋がります。26 周年の創立記念礼拝でぜひ覚えたいことは、私たちの

教会は、神様を愛する教会になりたいということです。神様を愛する教会になるために、

真剣に安息日の礼拝を守る教会になりたいということです。 

 現代社会は忙しいです。またキリスト教の土台がないこの国で生きている私たちは、会

社や学校や家庭の事情でなかなか安息日の礼拝を守ることが難しい状況もあります。しか
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し、どうか諦めないで祈っていただきたいと思います。どうか安息日の礼拝が守れるよう

にと。 


